
去
る
五
月
三
日(

火)

に

て
培
わ
れ
た
絶
対
的
な

行
わ
れ
た
那
覇
ハ
ー
リ
ー

自
信
が
あ
っ
て
の
も
の

中
学
生
女
子
の
部
に
お
い

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

て
、
見
事
優
勝
を
飾
り
ま

自
ら
の
チ
ー
ム
の
志
気

し
た
。

を
高
め
る
た
め
に
も
効

大
会
前
日
の
激
励
会
の

果
的
だ
っ
た
。

時
に
、
絶
対
に
優
勝
し
ま

市
内
中
学
校
の
中
で

ま
っ
た
が
、
強
豪
校
に
囲
ま
れ
て
の
レ
ー
ス

す
の
で
応
援
を
お
願
い
し

も
、
人
数
が
少
な
い
と

展
開
。
わ
ず
か
の
差
で
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、

ま
す
と
宣
言
し
た
明
里
さ

い
う
ハ
ン
デ
ィ
に
も
負

最
後
ま
で
食
ら
い
つ
い
て
の
結
果
は
、
入
賞

去
る
五
月
九
日(

月)

よ
り
、
夏
服
へ
の
完

ん
の
言
葉
が
思
い
起
こ
さ

け
ず
、
逆
に
チ
ー
ム
ワ

と
同
じ
く
ら
い
の
価
値
が
あ
っ
た
も
の
と
考

全
衣
替
え
実
施
後
の
様
子
を
確
認
す
る
た
め

れ
ま
し
た
。

ー
ク
を
高
め
る
事
で
心

え
ま
す
。
こ
の
悔
し
い
気
持
ち
を
是
非
後
輩

に
、
生
活
委
員
会
を
中
心
に
し
て
、
生
徒
玄

「
言
う
は
易
く
、
行
う

を
一
つ
に
し
な
が
ら
力
の
分
散
を
少
な
く
し

へ
と
つ
な
い
で
欲
し
い
。

関
前
に
て
登
校
時
の
身
な
り
チ
ェ
ッ
ク
を
行

は
難
し
」
の
言
葉
の
よ
う

た
事
が
勝
利
へ
と
繋
が
っ
た
と
考
え
る
。

今
年
も
「
神
原
中
学
校
！
こ
こ
に
あ
り
」

っ
て
い
ま
す
。

に
、
口
で
言
う
の
は
簡
単

強
風
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
他
校
を
寄
せ
付

の
精
神
で
更
な
る
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
」
を
図

お
互
い
が
学
校(

制
服)

へ
の
誇
り
を
持
っ

だ
が
、
そ
れ
を
実
行
す
る

け
な
い
強
さ
を
見
せ
た
レ
ー
ス
展
開
の
裏
に

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

て
、
互
い
に
笑
顔
も
交
わ
し
な
が
ら
の
点
検

事
は
な
か
な
か
難
し
い
事

は
、
気
持
ち
を
込
め
必
死
に
応
援
す
る
仲
間

以
下
は
女
子
の
優
勝
メ
ン
バ
ー
で
す
。

方
法
に
は
、
張
り
詰
め
た
よ
う
な
ピ
リ
ピ
リ

で
あ
る
。

の
声
援
の
後
押
し
が
あ
っ
た
事
も
忘
れ
て
は

新
垣
小
百
合
、
伊
藤
宇
樂
樂
、
伊
波
友
菜

し
た
空
気
が
流
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

激
励
会
で
述
べ
た
決
意

な
ら
な
い
。

上
江
洲
由
衣
、
上
間
龍
芽
、
嘉
数
芽
香

何
か
し
ら
い
い
雰
囲
気
が
見
ら
れ
る
。

の
裏
に
は
、
練
習
に
よ
っ

男
子
の
方
は
、
残
念
な
結
果
と
な
っ
て
し

嘉
陽
沙
紀
、
金
城
明
里
、
小
波
津
南

與
那
城
柚
希
、
上
地
千
愛
、
遠
藤
友
理

小
橋
川
桃
生
、
呉
屋
杏
圭
音
、
島
袋
桜
梅

髙
嶺

星
、
比
嘉
穂
乃
花

本
校
の
校
訓
「
剛
健
進
取
」
の
看
板
が
事

中
川
愛
彩
、
西
平
瑠
那

務
室
横
か
ら
二
階
へ
上
が
る
天
井
付
近
に
設

宮
里
琉
花
、
赤
嶺
優
実

置
さ
れ
ま
し
た
。

奥
平
結
花
、
島
袋
希
扇

こ
れ
は
、
昨
年
度
ま
で
本
校
の
校
長
先
生

島
袋
夢
果
、
知
念
朱
音

で
あ
っ
た
名
嘉
ゆ
り
子
先
生
か
ら
の
寄
贈
で

長
嶺
芽
依
、
原
田
知
佳

す
。
校
歌
の
四
番
の
歌
詞
に
出
て
く
る
と
い

平
敷
玲
佳
、
丸
山
実
久

う
事
も
あ
り
、
以
前
は
二
番
ま
で
し
か
歌
わ

宮
里
愛
未
、
高
良
秋
星

な
か
っ
た
が
、
最
近
は
四
番
ま
で
歌
う
と
い

城
間
美
優
、
砂
辺
海
里

う
の
が
普
通
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

学校説明会
来る15日(日)の授業参観日

に、学校説明会も予定されて
います。
校長による学校経営方針の

説明をはじめ、各教科につい
ての評価・評定の出し方、さ
らには高等学校への推薦入試
についてです。早い段階から
知っておかなければならない
情報がたくさんあります。三
年になって、いざという時に
困らないようにしたいもので
す。遅刻や欠席、身なり等も
含め、学校生活における努力
すべき点などが理解できるか
と思います。
評価については、学校全体

で統一した方法で行っていま
す。参加する事によって、観
点別評価（ＡＢＣ）と評定（５
４３２１）の関連性も理解で
きるかと思います。テストの
点数だけで、観点別評価や評
定が決まるのでは無い事も説
明する予定です。
テストの点数が90点でも，

評定が３だったり、70点だが
評定は５の例もあります。

平成28年
5月10日

神原中
不定期02号

祝 ハーリー優勝!!
－見事に成し遂げたぞ「有言実行」－

クーラー作動
去る５月１日より10月31日

までの間、学校内でのクーラー
使用が解禁になりました。
クーラー使用にあたって、省

エネのために一番に考えて欲し
いのが、「冷気を逃がさない」
ことです。冷気をきちんと逃が
さないようにすれば、消費電力
は極端には増えません。空調機
の光熱費が増大するのは、冷気
を逃がしてしまい、空調機が常
にフル稼働状態にあるのが主な
原因です。
クーラーの「こまめなオン･

オフ」も逆効果との事です。し
っかりと締め切って、程よい強
さで運転を続けるのが省エネに
つながります。
移動教室がある場合でも、一

時間程度であれば締め切った状
態であれば、つけっぱなしでも
問題ないとのことです。最初に
空気を一定温度まで冷やすの
が、大きな電力消費につながる
のです。学級のリモコン操作（温
度設定）は、確実に担任が行い，
生徒の皆さんは勝手にいじらな
いようにしてください。

神
中
し
ー
ぶ
ん

身
な
り
週
間
～

日
１３

「
剛
健
進
取
」
設
置


